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(57)【要約】
【課題】光学部材の保持力が十分に担保される構成を容
易に実現可能な光学装置及び電子内視鏡、並びに、光学
装置の製造方法を提供する。
【解決手段】電子内視鏡の光学装置は、プリズム４１と
、開口５１が形成された端面５４側にプリズム４１を保
持するプリズム保持具４０と、プリズム保持具４０の開
口５１内に保持される平行平面板５２とを備える。開口
５１内に保持された平行平面板５２の端面５４側の平面
５２ｂと、プリズム保持具４０の端面５４に当接された
プリズム４１の当接面４１ａとの間には、空間５５が形
成され、空間５５には、プリズム４１と平行平面板５２
とを接着する接着剤を含む接着剤層５６が存在する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１光学部材と、
　開口が形成された端面側に前記第１光学部材を保持する保持部材と、
　前記保持部材の前記開口内に保持される第２光学部材と、を備え、
　前記開口内に保持された前記第２光学部材の前記端面側の平面と、前記保持部材の前記
端面に当接された前記第１光学部材の当接面との間には、空間が形成され、
　前記空間には、前記第１光学部材と前記第２光学部材とを接着する接着剤を含む接着剤
層が存在する光学装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光学装置であって、
　前記保持部材の前記端面及び前記第１光学部材の前記当接面は、フィルムを介して当接
される光学装置。
【請求項３】
　第１光学部材と、
　開口が形成された端面側に前記第１光学部材を保持する保持部材と、を備え、
　前記保持部材の前記端面には、前記第１光学部材と前記保持部材とを接着する接着剤を
含む接着剤層の一部を形成する溝が形成され、
　前記溝には前記接着剤が充填される光学装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の光学装置であって、
　前記溝が形成された箇所における前記接着剤層の厚みは５μｍ以上である光学装置。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の光学装置であって、
　前記溝は、前記開口の外周側にリング状に形成されている光学装置。
【請求項６】
　請求項３又は４に記載の光学装置であって、
　前記第１光学部材は、前記端面とは異なる別の面でも前記保持部材に保持され、
　前記溝は、前記保持部材の前記端面を、前記別の面に近い第１領域及び前記別の面から
離れた第２領域の２つの領域に分け、
　前記接着剤は、前記第１領域において前記第１光学部材と前記保持部材とを接着する接
着力の弱い接着剤と、前記第２領域において前記第１光学部材と前記保持部材とを接着す
る接着力の強い接着剤と、を含む光学装置。
【請求項７】
　請求項１又は２に記載の光学装置を、被検体内に挿入される挿入部の先端部に設けた電
子内視鏡であって、
　前記光学装置が備える前記第１光学部材はプリズムであり、前記第２光学部材は電子内
視鏡の撮像用レンズである電子内視鏡。
【請求項８】
　請求項３から６のいずれか１項に記載の光学装置を、被検体内に挿入される挿入部の先
端部に設けた電子内視鏡であって、
　前記光学装置が備える前記第１光学部材はプリズムである電子内視鏡。
【請求項９】
　第１光学部材と、
　開口が形成された端面側に前記第１光学部材を保持する保持部材と、
　前記保持部材の前記開口内に保持される第２光学部材と、を備え、
　前記開口内に保持された前記第２光学部材の前記端面側の平面と、前記保持部材の前記
端面に当接された前記第１光学部材の当接面との間には、空間が形成され、
　前記空間には、前記第１光学部材と前記第２光学部材とを接着する接着剤を含む接着剤
層が存在する光学装置の製造方法であって、
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　前記空間に前記接着剤を充填して、前記接着剤層を形成する光学装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学装置及び電子内視鏡、並びに、光学装置の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療診断等のために用いられる電子内視鏡システムは、被検体の体腔内を観察するため
の電子内視鏡と、電子内視鏡が着脱自在に接続され、電子内視鏡に搭載された固体撮像素
子から出力された撮像信号を受信して画像処理を行い、観察画像をモニタに出力するプロ
セッサ装置と、電子内視鏡内のライトガイドを通して体腔内を照明する光を発生する光源
装置とを備える。電子内視鏡は、被検体の体腔内に挿入される挿入部を有する。この挿入
部は、先端から順に、先端硬質部、湾曲部、軟性部となっている。そして、先端硬質部の
先端面には、観察窓、照明窓、鉗子出口、送気送水ノズルが設けられている。また、先端
硬質部の内面には、観察窓に対応した位置でカメラモジュールが、照明窓に対応した位置
でライトガイドがそれぞれ取り付けられている。
【０００３】
　カメラモジュールは撮影レンズユニット及び撮像ユニットから構成されている。撮影レ
ンズユニットは、複数個のレンズを収納するハウジングと、プリズムと、プリズムを保持
するプリズム保持具とを有する。また、撮像ユニットは、撮影レンズユニットによって結
像された光学画像を撮像信号に光電変換するＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯ
Ｓ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）等のイメージエリアセンサと、イメー
ジエリアセンサを駆動するための回路基板と、回路基板に接続された伝送ケーブルとを有
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１２８７１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記説明した電子内視鏡のカメラモジュールでは、撮影レンズユニットの複数個のレン
ズから構成される光学系から入射された光は、プリズムで折り返されてイメージエリアセ
ンサに入射する。このため、プリズム保持具には、撮影レンズユニットの光学系からの光
が通過する開口が設けられ、プリズムは、プリズム保持具のこの開口が設けられた面に接
着される。しかし、プリズムは、プリズム保持具の開口部分とは接着できない。このよう
に、プリズムとプリズム保持具との接着面積が狭いため、プリズム保持具は十分な保持力
でプリズムを保持できない。
【０００６】
　特許文献１には、光学部材を十分な保持力で保持可能な構成が開示されている。特許文
献１の構成によれば、レンズ枠のユニット保持枠が後部に光学部材を保持し、この光学部
材の後面には、カバーガラスの前面が光学接着剤により固着されている。また、このカバ
ーガラスの後面には、固体撮像素子が光学接着剤により固着されている。このように、光
学部材は、カバーガラスと当接する全面で光学接着剤により固着されるため、十分な保持
力を担保できる。但し、光学部材とカバーガラスの間の接着層の厚みによって接着強度が
異なるため、組み立て時には、接着層を十分な接着強度となる厚みに管理することが求め
られる。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑みなされたものであり、光学部材の保持力が十分に担保さ
れる構成を容易に実現可能な光学装置及び電子内視鏡、並びに、光学装置の製造方法を提
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供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の光学装置は、第１光学部材と、開口が形成された端面側に上記第１光
学部材を保持する保持部材と、上記保持部材の上記開口内に保持される第２光学部材と、
を備え、上記開口内に保持された上記第２光学部材の上記端面側の平面と、上記保持部材
の上記端面に当接された上記第１光学部材の当接面との間には、空間が形成され、上記空
間には、上記第１光学部材と上記第２光学部材とを接着する接着剤を含む接着剤層が存在
する。
【０００９】
　本発明の一態様の光学装置は、第１光学部材と、開口が形成された端面側に上記第１光
学部材を保持する保持部材と、を備え、上記保持部材の上記端面には、上記第１光学部材
と上記保持部材とを接着する接着剤を含む接着剤層の一部を形成する溝が形成され、上記
溝には上記接着剤が充填される。
【００１０】
　本発明の一態様の電子内視鏡は、上記光学装置を、被検体内に挿入される挿入部の先端
部に設けた電子内視鏡であって、上記光学装置が備える上記第１光学部材はプリズムであ
り、上記第２光学部材は電子内視鏡の撮像用レンズである。
【００１１】
　本発明の一態様の光学装置の製造方法は、第１光学部材と、開口が形成された端面側に
上記第１光学部材を保持する保持部材と、上記保持部材の上記開口内に保持される第２光
学部材と、を備え、上記開口内に保持された上記第２光学部材の上記端面側の平面と、上
記保持部材の上記端面に当接された上記第１光学部材の当接面との間には、空間が形成さ
れ、上記空間には、上記第１光学部材と上記第２光学部材とを接着する接着剤を含む接着
剤層が存在する光学装置の製造方法であって、上記空間に上記接着剤を充填して、上記接
着剤層を形成する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、光学部材の保持力が十分に担保される構成を容易に実現可能な光学装
置及び電子内視鏡、並びに、光学装置の製造方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】電子内視鏡システムの構成を示す斜視図である。
【図２】電子内視鏡の先端硬質部の断面図である。
【図３】電子内視鏡の先端硬質部を示す斜視図である。
【図４】カメラモジュールの全体外観を示す斜視図である。
【図５】カメラモジュールの全体外観を示す側面図である。
【図６】ハウジングとプリズム保持具とイメージエリアセンサ等の電装部品とを分解して
示す斜視図である。
【図７】第１実施例におけるプリズムを保持するプリズム保持具をプリズム側から見た斜
視図である。
【図８】図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図である。
【図９】第１実施例におけるプリズムとプリズム保持具との接合箇所を中心とした図８の
一部拡大図である。
【図１０】第２実施例におけるプリズム４１を保持するプリズム保持具４０をプリズム４
１側から見た斜視図である。
【図１１】図１０のＸＩ－ＸＩ線断面図である。
【図１２】第３実施例におけるプリズム４１を保持するプリズム保持具４０をプリズム４
１側から見た斜視図である。
【図１３】フィルムを挟んでプリズムが当接されたプリズム保持具の断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１は、電子内視鏡システムの構成を示す斜視図である。図１に示すように、電子内視
鏡システム６５は、電子内視鏡（以下、単に「内視鏡」という。）６０と、光源装置６２
と、プロセッサ装置６１と、モニタ８１とを備える。
【００１６】
（内視鏡）
　内視鏡６０は、例えば被検体の体腔内に挿入される可撓性の挿入部６６と、挿入部６６
の基端部分に連設された手元操作部６７と、プロセッサ装置６１及び光源装置６２に接続
されるコネクタ６９ａと、手元操作部６７及びコネクタ６９ａ間を繋ぐユニバーサルコー
ド６９とを有する。
【００１７】
　挿入部６６には、先端から順に、先端硬質部６６ａ、湾曲部６６ｂ、及び軟性部６６ｃ
が構成されている。先端硬質部６６ａの断面形状を示す図２に示すように、先端硬質部６
６ａは、硬質樹脂製の先端部本体６３に、軟質樹脂製の先端キャップを被せ、先端部本体
６３とこれに続く湾曲部６６ｂの金属製の先端筒８６をチューブにより被覆して構成され
る。先端硬質部６６ａ内には、図１に示すように、カメラモジュール１０が取り付けられ
ている。
【００１８】
　先端部本体６３内には、カメラモジュール１０の他に、ライトガイド８２ａ，８２ｂ、
鉗子チャンネル８３、送気チューブ８４、送水チューブ８５が取り付けられている。カメ
ラモジュール１０は、先端部本体６３に形成した取り付け穴にハウジング１３が入り込み
、ネジ止めされることにより先端部本体６３に固定される。カメラモジュール１０のイメ
ージエリアセンサ４２は、先端部本体６３の内周面、正確には湾曲部６６ｂの先端筒８６
の内周面に近接するように配置される。
【００１９】
　先端筒８６の円筒内ではイメージエリアセンサ４２が外側近くに配置されるため、イメ
ージエリアセンサ４２と先端筒８６の内周面８６ａとの間には、隙間が形成されて、この
隙間部分がデッドスペース８７となる。デッドスペース８７にはケーブル連結具４５が配
置される。
【００２０】
　湾曲部６６ｂは各節輪がピン結合されたユニットを有し、全体が湾曲する。湾曲部６６
ｂは、手元操作部６７のアングルノブ７０の回転操作により、上下左右方向に任意角度で
湾曲する。これにより、先端硬質部６６ａを体腔内の所望の方向に向けて、体腔内の観察
部位をカメラモジュール１０で撮像することができる。
【００２１】
　軟性部６６ｃは、手元操作部６７と湾曲部６６ｂとの間を細径で長尺状に繋ぐ部分であ
り、可撓性を有している。
【００２２】
　図３に示すように、先端硬質部６６ａの先端面には、鉗子出口７２の他に、観察窓７３
、照明窓７４ａ，７４ｂ、及び送気送水ノズル７５が設けられる。観察窓７３には、カメ
ラモジュール１０のレンズが配置され、照明窓７４ａ，７４ｂにはライトガイド８２ａ，
８２ｂが連結され、送気送水ノズル７５には送気チューブ８４及び送水チューブ８５が連
結されている。
【００２３】
　手元操作部６７は、アングルノブ７０、送気送水ボタン７６、吸引ボタン７７、レリー
ズボタン７８、及びズーム操作用のシーソースイッチ７９などの各種操作部材を備えてい
る。アングルノブ７０は、回転操作によって挿入部６６の先端硬質部６６ａを上下左右方
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向に湾曲させる。送気送水ボタン７６は、押圧操作によって送気送水ノズル７５からエア
ーまたは水を噴出させる。吸引ボタン７７は、押圧操作によって、体内の液体や組織等の
被吸引物を鉗子出口７２から吸引する。レリーズボタン７８は、押圧操作によってカメラ
モジュール１０により観察画像を静止画記録する。シーソースイッチ７９は、モータ８０
を正転または逆転させて、この回転をワイヤ１８を介してカム軸に伝達し、撮影レンズを
標準及び拡大撮影に切り換える。
【００２４】
（光源装置）
　光源装置６２は、先端硬質部６６ａの先端面に設けられた照明窓７４ａ，７４ｂを通し
て体腔内の観察部位を照射する照明光を内視鏡６０に供給する。光源装置６２から供給さ
れる照明光は、内視鏡６０のユニバーサルコード６９及び挿入部６６内に挿通された多数
本の光ファイバを束ねて構成されるライトガイド８２ａ，８２ｂを介して、先端硬質部６
６ａの先端面まで伝送される。
【００２５】
（プロセッサ装置）
　プロセッサ装置６１は、光源装置６２と電気的に接続され、電子内視鏡システム６５の
動作を統括的に制御する。プロセッサ装置６１は、ユニバーサルコード６９や挿入部６６
内に挿通された伝送ケーブル４４を介して内視鏡６０に給電を行い、先端硬質部６６ａの
カメラモジュール１０の駆動を制御する。また、プロセッサ装置６１は、伝送ケーブル４
４を介してカメラモジュール１０からの信号を受信し、各種処理を施して画像データを生
成する。
【００２６】
（モニタ）
　モニタ８１は、プロセッサ装置６１に接続されている。モニタ８１は、プロセッサ装置
６１からの画像データに基づき観察画像を表示する。
【００２７】
　次に、内視鏡６０の挿入部６６の先端硬質部６６ａ内に設けられるカメラモジュール１
０について説明する。図４及び図５に示すように、カメラモジュール１０は、撮影レンズ
ユニット１１と、撮像ユニット１２とを有する。以下、撮影レンズユニット１１及び撮像
ユニット１２について、それぞれ詳細に説明する。
【００２８】
（撮影レンズユニット）
　撮影レンズユニット１１は、撮影レンズ１４と、レンズ移動部１５と、ハウジング１３
とを有する。撮影レンズ１４は、光軸方向に配置された固定レンズ及び可動レンズから構
成される。レンズ移動部１５は、撮影レンズ１４の可動レンズを光軸方向に移動させ、撮
影レンズ１４の焦点距離を変えて変倍撮影を可能にする。ハウジング１３は、図９に示す
ように、第１筒部３０と第２筒部３１とを筒心方向に直交する方向で並べて連結部３２で
連結して構成されている。第１筒部３０には撮影レンズ１４が収納され、第２筒部３１に
はレンズ移動部１５が収納される。図６に示すように、ハウジング１３の第１筒部３０の
外周面の後半分３０ａは、外周面の前半分３０ｂよりも外径が僅かに小さく形成されてお
り、前半分３０ｂと後半分３０ａとの間に段差面３０ｃが形成される。この外周面の後半
分３０ａには、撮像ユニット１２のプリズム保持具４０が取り付けられる。
【００２９】
（撮像ユニット）
　図４及び図５に示すように、撮像ユニット１２は、保持部材としてのプリズム保持具４
０と、第１光学部材としてのプリズム４１と、イメージエリアセンサ４２と、回路基板４
３と、伝送ケーブル４４と、ケーブル連結具４５と、放熱板４９及び配線類を封止する封
止剤（図示省略）とを有する。
【００３０】
　図６に示すように、プリズム保持具４０は、ハウジング１３の第１筒部３０の後端側に
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取り付けられる取付筒部４０ａと、プリズム４１が取り付けられるプリズム取付枠４０ｂ
とを有する。プリズム保持具４０は、常温付近での熱膨張率が硬質ガラスに近いコバール
等の金属によって形成されている。プリズム４１は、直角に交差する入射面４１ａ及び出
射面４１ｂと、斜面からなる反射面４１ｃと、両側面４１ｄとの５面を有する直角プリズ
ムである。プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造については後述する。
【００３１】
　プリズム４１の出射面４１ｂにはイメージエリアセンサ４２が取り付けられ、プリズム
４１の反射面４１ｃにはイメージエリアセンサ４２を駆動するための回路基板４３が接着
剤にて取り付けられる。回路基板４３は、フレキシブル配線回路基板４６や結線（図示省
略）などを介して、イメージエリアセンサ４２と接続されている。回路基板４３には、伝
送ケーブル４４の素線（信号線）が接続される。イメージエリアセンサ４２の外側には放
熱板４９が固着されている。撮影レンズユニット１１と撮像ユニット１２とを連結するケ
ーブル連結具４５は、一端４５ａが伝送ケーブルに接着剤により固着され、他端４５ｂが
プリズム保持具４０の取付筒部４０ａに固着される。
【００３２】
（プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造の第１実施例）
　次に、プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造の第１実施例について、図７
～図９を参照して説明する。図７は、第１実施例におけるプリズム４１を保持するプリズ
ム保持具４０をプリズム４１側から見た斜視図である。図８は、図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩ
Ｉ線断面図である。図９は、第１実施例におけるプリズム４１とプリズム保持具４０との
接合箇所を中心とした図８の一部拡大図である。なお、図８に示す点線は、ハウジング１
３に収納された撮影レンズ１４からプリズム４１にかけての光軸５０を示す。
【００３３】
　プリズム保持具４０のプリズム取付枠４０ｂには、撮影レンズ１４からプリズム４１に
かけての光軸を中心とした略円形の開口５１が設けられている。開口５１には、第２光学
部材としての撮像用レンズである略円柱状の平行平面板５２が嵌入される。平行平面板５
２の対向する２つの平面は、開口５１と同形状に形成されており、２つの平面によって挟
まれた外周面の一部は、位置決め及び接着シロのためにＤカットされている。開口５１内
に配設された平行平面板５２の対向する２つの平面は、それぞれ撮影レンズ１４からの光
の入射面５２ａ及び出射面５２ｂとなる。
【００３４】
　プリズム取付枠４０ｂの開口５１を形成する内径の奥側には、開口５１内に配設された
平行平面板５２を位置決めするための凸部５３が設けられている。平行平面板５２は、プ
リズム保持具４０の開口５１内において、入射面５２ａの一部が凸部５３に当接した状態
で配設される。なお、平行平面板５２が開口５１内に配設される前に、平行平面板５２の
外周面には接着剤が塗布される。したがって、平行平面板５２が開口５１内に嵌入される
と、入射面５２ａの一部が凸部５３に当接した状態で、平行平面板５２の外周面が開口５
１の内径に固着することで、平行平面板５２は開口５１内に保持される。
【００３５】
　図９に示すように、平行平面板５２の入射面５２ａと出射面５２ｂによって挟まれた平
行平面板５２の厚みＴｂは、開口５１の深さＤよりも薄い。なお、開口５１の深さＤは、
プリズム保持具４０のプリズム４１が当接する端面５４から光軸５０に沿った凸部５３ま
での長さである。このため、開口５１内に保持された平行平面板５２が凸部５３に当接し
た状態では、プリズム保持具４０の端面５４に対して、平行平面板５２の出射面５２ｂは
わずかに窪んでいる。この状態で端面５４にプリズム４１が当接すると、この窪んだ箇所
には空間５５が形成される。
【００３６】
　本実施例では、平行平面板５２の端面５４側の平面（出射面５２ｂ）と、プリズム保持
具４０の端面５４に当接されたプリズム４１の当接面（入射面４１ａ）との間に形成され
た空間５５に、プリズム４１と平行平面板５２とを接着する接着剤層５６ａが存在する。
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なお、接着剤層５６ａの光軸５０に沿った厚みＴａは、１０μｍ～５０μｍである。接着
剤層５６ａは、入射面４１ａの略中央に透明なゲル状の光学接着剤が添付されたプリズム
４１をプリズム保持具４０の端面５４に当接して、光学接着剤が空間５５に拡がって充填
されることにより形成される。このように、空間５５に光学接着剤を充填して接着剤層５
６ａを形成することで、プリズム４１は、開口５１の略全面で平行平面板５２と接着し、
プリズム保持具４０の端面５４側に保持される。
【００３７】
　以上より、本実施形態の第１実施例では、プリズム保持具４０の開口５１内に保持され
た平行平面板５２にプリズム４１が接着されることによって、プリズム４１はプリズム保
持具４０によって保持される。さらに、プリズム保持具４０の開口５１内に保持された平
行平面板５２とプリズム４１の間には空間５５が設けられ、入射面４１ａに光学接着剤が
添付されたプリズム４１をプリズム保持具４０の端面５４に当接することによって、空間
５５には接着剤層５６ａが存在する。このように、プリズム４１を平行平面板５２と接着
することで所望の接着面積を担保することができ、接着剤層５６ａの厚みは、開口５１の
深さＤと平行平面板５２の厚みＴｂとの関係によって予め設計されるため、プリズム保持
具４０が十分な保持力でプリズム４１を保持可能な構成を、組み立て時ではなく設計時に
実現することができる。その結果、組み立て時における接着剤層５６ａの厚み等の管理が
容易となる。
【００３８】
（プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造の第２実施例）
　次に、プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造の第２実施例について、図１
０及び図１１を参照して説明する。図１０は、第２実施例におけるプリズム４１を保持す
るプリズム保持具４０をプリズム４１側から見た斜視図である。図１１は、図１０のＸＩ
－ＸＩ線断面図である。なお、図１１に示す点線は、ハウジング１３に収納された撮影レ
ンズ１４からプリズム４１にかけての光軸５０を示す。
【００３９】
　プリズム保持具４０のプリズム取付枠４０ｂには、第１実施例と同様の開口５１が設け
られている。また、開口５１内には、第１実施例と同様の平行平面板５２が保持される。
さらに、プリズム保持具４０の端面５４には、図１０に示すように、平行平面板５２が嵌
入される開口５１の外周側にリング状の溝５８が形成されている。本実施例では、入射面
４１ａに透明なゲル状の光学接着剤が添付されたプリズム４１をプリズム保持具４０の端
面５４に当接すると、光学接着剤がプリズム４１と平行平面板５２及びプリズム保持具４
０の端面５４との間に拡がって接着剤層５６ｂが形成されるため、プリズム４１はプリズ
ム保持具４０の端面５４側に保持される。プリズム取付枠４０ｂに設けられた溝５８には
、プリズム４１とプリズム保持具４０の端面５４との間に拡がる光学接着剤の一部が充填
され、溝５８に充填された光学接着剤は、図１１に示すように、接着剤層５６ｂの一部を
形成する。
【００４０】
　このように、本実施形態の第２実施例では、プリズム４１を保持するプリズム保持具４
０の端面５４に設けられた溝５８が接着溜まりとして機能すると、溝５８が形成された箇
所における接着剤層５６ｂの光軸５０の方向の厚みを増すことができる。その結果、プリ
ズム４１とプリズム保持具４０との接着強度を高くできる。なお、溝５８が形成された箇
所における接着剤層５６ｂの光軸５０の方向の厚みは５μｍ以上であることが望ましい。
【００４１】
（プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造の第３実施例）
　次に、プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造の第３実施例について、図１
２を参照して説明する。図１２は、第３実施例におけるプリズム４１を保持するプリズム
保持具４０をプリズム４１側から見た斜視図である。
【００４２】
　プリズム保持具４０のプリズム取付枠４０ｂには、第１実施例と同様の開口５１が設け



(9) JP 2016-137231 A 2016.8.4

10

20

30

40

50

られている。また、開口５１内には、第１実施例と同様の平行平面板５２が保持される。
さらに、プリズム保持具４０の端面５４には、図１２に示すように、プリズム４１の側面
４１ｄに当接して接着剤によってプリズム４１を保持する羽部４０ｃと略平行な溝５９が
形成されている。溝５９は、開口５１の中心点を境にプリズム保持具４０の端面５４を、
羽部４０ｃが設けられた側の領域５４ａと、羽部４０ｃが設けられていない側の領域５４
ｂとの、２つの領域に分ける。
【００４３】
　入射面４１ａに透明なゲル状の光学接着剤が添付されたプリズム４１をプリズム保持具
４０の端面５４に当接すると、光学接着剤がプリズム４１と平行平面板５２及びプリズム
保持具４０の端面５４との間に拡がって接着剤層が形成されるため、プリズム４１はプリ
ズム保持具４０の端面５４側に保持される。本実施例では、プリズム４１の入射面４１ａ
と端面５４との接着のために、接着力が異なる２種類の光学接着剤が用いられる。プリズ
ム４１の入射面４１ａの端面５４における領域５４ａと当接する側には、プリズム４１の
側面４１ｄと羽部４０ｃとの接着によってある程度の保持力及び接着面積が担保されてい
るため、接着力の弱い光学接着剤が添付される。一方、プリズム４１の入射面４１ａの端
面５４における領域５４ｂと当接する側には、接着力の強い光学接着剤が添付される。な
お、端面５４に設けられた溝５９には２種類の光学接着剤が充填され、各光学接着剤は、
プリズム４１と端面５４との間に拡がる際に対応する領域を互いに超えないため、２種類
の光学接着剤の混在を防ぐことができる。
【００４４】
　このように、本実施形態の第３実施例では、プリズム４１を保持するプリズム保持具４
０の端面５４が溝５９によって２つの領域５４ａ，５４ｂに分けられ、プリズム４１の側
面４１ｄが接着される羽部４０ｃに近い領域５４ａとプリズム４１とは接着力の弱い光学
接着剤によって接着され、羽部４０ｃから離れた領域５４ｂとプリズム４１とは接着力の
強い光学接着剤によって接着される。その結果、プリズム保持具４０は均一な接着力でプ
リズム４１を保持することができるため、外力による剥離を抑制することができる。また
、溝５９が接着溜まりとして機能すると、溝５９が形成された箇所における接着剤層の光
軸方向の厚みを増すことができる。その結果、プリズム４１とプリズム保持具４０との接
着強度を高くできる。なお、溝５９が形成された箇所における接着剤層の光軸方向の厚み
は５μｍ以上であることが望ましい。
【００４５】
　なお、上記実施例では、プリズム保持具４０の端面５４にプリズム４１が直接当接され
ているが、図１３に示すように、両面に接着剤が塗布されたフィルム５７を挟んでプリズ
ム４１がプリズム保持具４０の端面５４に当接されていても良い。この場合、フィルム５
７が、プリズム４１とプリズム保持具４０の間の熱膨張率差や応力の伝搬を吸収するため
、プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持力がより一層向上する。
【００４６】
　また、上記実施例では、プリズム保持具４０によるプリズム４１の保持構造について説
明したが、この構造は、イメージエリアセンサ４２のカバーガラスの保持構造にも適用可
能である。
【００４７】
　さらに、第１実施例に第２実施例を組み合わせた構成や第１実施例に第３実施例を組み
合わせた構成であっても良い。
【００４８】
　なお、プリズム４１とプリズム保持具４０との接着強度は、プリズム保持具４０の端面
５４を粗面化して接着剤層の平均厚さを増すことよっても向上できるが、製造時における
端面５４の表面粗さの制御が困難である。
【００４９】
　以上説明したとおり、本明細書に開示された光学装置は、第１光学部材と、開口が形成
された端面側に上記第１光学部材を保持する保持部材と、上記保持部材の上記開口内に保
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持される第２光学部材と、を備え、上記開口内に保持された上記第２光学部材の上記端面
側の平面と、上記保持部材の上記端面に当接された上記第１光学部材の当接面との間には
、空間が形成され、上記空間には、上記第１光学部材と上記第２光学部材とを接着する接
着剤を含む接着剤層が存在する。
【００５０】
　また、上記保持部材の上記端面及び上記第１光学部材の上記当接面は、フィルムを介し
て当接される。
【００５１】
　また、本明細書に開示された光学装置は、第１光学部材と、開口が形成された端面側に
上記第１光学部材を保持する保持部材と、を備え、上記保持部材の上記端面には、上記第
１光学部材と上記保持部材とを接着する接着剤を含む接着剤層の一部を形成する溝が形成
され、上記溝には上記接着剤が充填される。
【００５２】
　また、上記溝が形成された箇所における上記接着剤層の厚みは５μｍ以上である。
【００５３】
　また、上記溝は、上記開口の外周側にリング状に形成されている。
【００５４】
　また、上記第１光学部材は、上記端面とは異なる別の面でも上記保持部材に保持され、
上記溝は、上記保持部材の上記端面を、上記別の面に近い第１領域及び上記別の面から離
れた第２領域の２つの領域に分け、上記接着剤は、上記第１領域において上記第１光学部
材と上記保持部材とを接着する接着力の弱い接着剤と、上記第２領域において上記第１光
学部材と上記保持部材とを接着する接着力の強い接着剤と、を含む。
【００５５】
　また、本明細書に開示された電子内視鏡は、上記光学装置を、被検体内に挿入される挿
入部の先端部に設けた電子内視鏡であって、上記光学装置が備える上記第１光学部材はプ
リズムであり、上記第２光学部材は電子内視鏡の撮像用レンズである。
【００５６】
　また、本明細書に開示された電子内視鏡は、上記光学装置を、被検体内に挿入される挿
入部の先端部に設けた電子内視鏡であって、上記光学装置が備える上記第１光学部材はプ
リズムである。
【００５７】
　また、本明細書に開示された光学装置の製造方法は、第１光学部材と、開口が形成され
た端面側に上記第１光学部材を保持する保持部材と、上記保持部材の上記開口内に保持さ
れる第２光学部材と、を備え、上記開口内に保持された上記第２光学部材の上記端面側の
平面と、上記保持部材の上記端面に当接された上記第１光学部材の当接面との間には、空
間が形成され、上記空間には、上記第１光学部材と上記第２光学部材とを接着する接着剤
を含む接着剤層が存在する光学装置の製造方法であって、上記空間に上記接着剤を充填し
て、上記接着剤層を形成する。
【符号の説明】
【００５８】
１０　カメラモジュール
１１　撮影レンズユニット
１２　撮像ユニット
１３　ハウジング
１４　撮影レンズ
４０　プリズム保持具（保持部材）
４１　プリズム（第１光学部材）
５１　開口
５２　平行平面板（第２光学部材）
５５　空間
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５６ａ，５６ｂ　接着剤層
５７　フィルム
５８，５９　溝
６０　内視鏡
６５　電子内視鏡システム
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保持在棱镜41，将棱镜41保持在形成有开口51的端面54侧的棱镜支架
40，以及棱镜支架40的开口51。 和平面平行板52。 在保持在开口51中
的平行平板52的端面54侧上的平坦表面52b与接触棱镜支架40的端面54
的棱镜41的接触表面41a之间形成空间55。 在空间55中，具有粘合剂层
56，粘合剂层56包含将棱镜41和平行板52粘合的粘合剂。 [选择图]图9
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